
 伊根町は
「日本で最も美しい村」
 連合に加盟しています。

■発行：伊根町
■編集：企画観光課企画係　
〒626-0493　京都府与謝郡伊根町字日出651番地
0772-32-0502（直通）　0772-32-1333
■info@town.ine.lg.jp
■URL：https://www.town.ine.kyoto.jp

人口及び世帯数
（2月1日現在）

異動状況
（1月1日～1月31日）

前月比
増

転入 出生 転出 死亡
減

人
　口

男
女
計

世帯

900人
919人

1,819人
875世帯

1
1
2

0
0
0

0
0
0

1
6
7

人口の動き

※令和8年1月1日～令和8年1月31日届出分

△0
△5
△5
△3

　小学校入学前（就学前）のお子さんの写真「きらきら★
きっず」の掲載写真を募集しています。
　保育所・保育園のお子さんの写真も大歓迎です。ぜひ、
ご応募ください!お待ちしています。
　■お申込み・お問合せ　企画観光課企画係　32-0502

きらきら★きっず

おくやみ

鈴　木　浩　美

おところ お な ま え 年齢

峠 65歳
すず　　 　ひろ み

秋　田　洋志枝蒲　入 83歳
えしよ

梅　垣　貴代子本庄浜 90歳
こよき

石　倉　昭　子新　井 92歳
こあき

令和8年2月26日発行（毎月第4木曜日発行）
※広報伊根は町ホームページからも
　ダウンロードすることができます。
電子書籍ポータルサイト「KYOTO eBOOKS」
からも閲覧することができます。

　URL：http://www.kyoto-ebooks.jp/

　この欄で紹介するおめでたとおくやみは、役場窓口で
届出の際に希望されたもののみを掲載しています。

広

　
　告

杉本 明莉(あかり)ちゃん（２歳）

いつもみんなを笑わせてくれて
ありがとう☆

杉本 健治さん・由紀乃さんの次女(井室)

き

あき　　　た

うめ　　がき

いし　　　くら
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今月の表紙

ぽれぽれ　節分豆まき

■
■

■
■
■

伊根小学校6年生 観光ポスターを制作…
第51回衆議院議員総選挙及び
第27回最高裁判所裁判官国民審査の結果…
こども誰でも通園制度を開始します…
令和9年度に伊根町立小学校を再編します…
令和8年度 伊根町奨学生を募集します…

今月の

TOPICS

2

3
5
8
8



2月8日に執行しました衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民審査の結果について、次のとおりお知らせします。

【１】投票者数及び投票率（在外選挙人含む）
区　分 当日の有権者数

785 人
813 人
1,598 人
785 人
813 人
1,598 人
785 人
813 人
1,598 人

566 人
557 人
1,123 人
566 人
556 人
1,122 人
522 人
527 人
1,049 人

219 人
256 人
475 人
219 人
257 人
476 人
263 人
286 人
549 人

72.10％
68.51％
70.28％
72.10％
68.39％
70.21％
66.50％
64.82％
65.64％

最高裁判所裁判官
国民審査

比例代表

小選挙区

投票者数 棄権者数 投票率
男性
女性
合計
男性
女性
合計
男性
女性
合計

第51回衆議院議員総選挙及び第27回最高裁判所裁判官国民審査の結果News

【２】衆議院議員小選挙区選出議員選挙 開票結果
候補者氏名

本田 太郎
山内 健

自由民主党
日本共産党

有効投票数計（A)
無効投票数（B)
投票総数（A)＋（B）
持ち帰りと思われる票数（C）
投票者数（A）+（B）+（C）

得票数
855 票
216 票
1,071 票
52 票

1,123 票
0票

1,123 人

届出番号
1
2

届出政党等

【３】 衆議院議員比例代表選出議員選挙 開票結果

社会民主党
日本共産党
参政党
れいわ新選組
中道改革連合
チームみらい
国民民主党
自由民主党
日本保守党
日本維新の会
減税日本・ゆうこく連合

a. 得票数の小計
b. あん分の際に切り捨てた票数
c. いずれの政党等にも属しない有効投票数
d. 有効投票数計（a+b+c）
e. 無効投票数
f. 投票総数（d+e）
g. 持ち帰りと思われる票数
h. 投票者数（f+g）

得票総数
9票

134 票
45 票
30 票
147 票
33 票
49 票
513 票
17 票
109 票
9票

1,095 票
0票
0票

1,095 票
27 票

1,122 票
0票

1,122 人

届出番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

届出政党等
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２
月
１
日
（
日
）、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
、
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
と
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業

（
町
民
デ
ー
）を
実
施
し
ま
し
た
。
町
民
デ
ー
は
、「
エ

ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
」、「
試
合
観
戦
」
の
二
本
立
て
で
、

参
加
者
は
、
伊
根
町
役
場
か
ら
バ
ス
で
乗
り
合
わ
せ

て
京
都
市
体
育
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
試
合
前
に
は
、
伊
根
町
教
育
委
員
会
　
岩
佐
教
育

長
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業
の
開
催
に
当
た
り
、
コ
ー

ト
中
央
で
、
熱
い
試
合
を
期
待
す
る
旨
の
挨
拶
を
行

い
、
そ
の
後
、
伊
根
町
の
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
が
出

場
選
手
と
一
緒
に
入
場
し
、
町
民
デ
ー
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
試
合
開
始
後
は
、
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
京
都
ハ
ン
ナ

リ
ー
ズ
を
応
援
し
ま
し
た
。
今
後
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事

業
を
通
じ
て
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
！

　
伊
根
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
令
和
７
年
度
伊
根
町
観
光
誘
致

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
制
作
の
き
っ
か
け
は
、
５
年
生
の
時
に
総
合
の
学
習
で
役
場
企
画
観

光
課
の
出
前
講
座
を
受
け
、
伊
根
町
の
観
光
産
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
。
学
び
を
と
お
し
て
「
伊
根
町
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
景
色

を
守
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
高
ま
り
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
デ
ザ
イ
ン
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

考
え
、
株
式
会
社
橋
立
印
刷
所
様
の
ご
指
導
の
も
と
、
３
つ
の
デ
ザ
イ

ン
を
再
構
成
し
て
出
来
上
が
っ
た
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
舟
屋
の
街
並
み
や

湾
に
浮
か
ぶ
花
火
、
祭
の
様
子
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
が
「
守
り
、
伝
え

た
い
」と
感
じ
た
四
季
折
々
の
伊
根
町
の
魅
力
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
10
日
（
火
）
に
開
催
し
た
お
披
露
目
会
で
は
、
作
品
に
込
め
た

思
い
や
工
夫
し
た
点
に
つ
い
て
15
人
全
員
で
発
表
し
、
吉
本
町
長
に
ポ

ス
タ
ー
を
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
今
後
町
内
の
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
等
に
掲
示

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
伊
根
町
の
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
思
い
を

込
め
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
と
の

　
　ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業
を
実
施

伊
根
小
学
校
6
年
生

　観
光
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
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伊
根
町
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

　
令
和
８
年
７
月
19
日
に
現
職
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
任
期
を
迎
え
る
た
め
、

以
降
の
新
た
な
各
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
農

業
に
精
通
し
た
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
自
薦
ま

た
は
他
薦
に
よ
り
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

 

応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
農
業
委
員
と

な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
伊
根
町
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定
す
る
暴
力
団

等
で
あ
る
者

○
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な

い
者

○
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
え
る
ま

で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
者

 

応
募
方
法

○
自
薦
又
は
他
薦
（
農
業
関
係
団
体
又
は
、
農
業

者
３
人
以
上
の
連
名
）
に
よ
る
。

所
定
の
様
式
に
必
要
書
類
を
添
え
て
持
参
又
は
郵

送
に
て
、
下
記
申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
様
式
は
伊
根
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
地
域
整
備
課
農
林
水
産
係
）
に
て
用
意
し
て
い

る
他
、
伊
根
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

 

応
募
受
付
期
間

２
月
26
日
（
木
）
〜
３
月
23
日
（
月
）
必
着

 

応
募
者
の
公
表

応
募
者
に
関
し
て
、提
出
さ
れ
た
書
類
か
ら
、住
所
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
除
く
情
報
を
伊
根
町
Ｈ

Ｐ
で
公
表
し
ま
す
。

 

委
員
の
決
定

応
募
者
全
員
の
審
査
・
評
価
を
行
い
、
農
業
委
員

は
伊
根
町
議
会
の
同
意
を
得
た
上
で
決
定
し
、
伊

根
町
長
が
任
命
し
ま
す
。

 

任
期

３
年

（
令
和
８
年
７
月
20
日
〜
令
和
11
年
７
月
19
日
）

 

報
酬
等

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
も
に

年
額
報
酬
１
４
０
，０
０
０
円

（
旅
費
等
は
町
条
例
に
よ
り
別
に
支
給
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
活
動
に
係
る
協
議
へ
の
参

加
に
つ
い
て
、
日
額
報
酬
を
支
給

（
５
，０
０
０
円
／
１
回
）

 

そ
の
他

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
身
分

は
、
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
で
す
。

秘
密
保
持
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
務
上
知
り

得
た
情
報
は
、
在
職
中
だ
け
で
な
く
退
任
後
も
漏

ら
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

 【
お
問
合
せ
・
申
込
先
】

〒
６
２
６-

０
４
９
３

京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
字
日
出
６
５
１
　

伊
根
町
地
域
整
備
課
内
　

伊
根
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
３
２-

０
５
０
５

農地法に基づく農地の権利移動・申請の
許可や審査。推進委員と連携し、遊休農
地の発生防止や解消の推進、担い手への
農地集積推進、新規就農支援などに係る
取組を行う。地域計画策定に伴う、（協
議の場への参加）、将来の農地利用の姿
（目標地図）の作成
農業に関する識見を有し、農地等の利用
の最適化の推進に関する事項その他の農
業委員会の所掌に属する事項に関しその
職務を適切に行うことができる者。

農業に関する職見を有し、農地等の利用
の最適化の推進に熱意と職見を有する者
で、担当する区域内において、農地等の
利用の最適化の推進のための活動ができ
る者。

農業委員と連携し、担当する区域の農地
利用の最適化推進活動を行う。
（総会での議決権がないこと以外は、農
業委員とほぼ同じ役割です。）

農業委員　
定数 11 名　

農地利用最適化推進委員
定数３名

（旧村朝妻・本庄・筒川地区ごとに１名）

主
な
役
割

対
象
者
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こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
開
始
し
ま
す
（
４
月
〜
）

 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
と
は

保
護
者
の
就
労
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
月
の
上
限
時

間
の
範
囲
内
で
保
育
所
に
通
え
る
制
度
で
す
。

保
育
所
に
慣
れ
る
ま
で
親
子
通
園
も
可
能
で
す
。

 

対
象
と
な
る
こ
ど
も

・
伊
根
町
に
住
所
が
あ
る

・
０
歳
６
か
月
〜
満
３
歳
未
満

・
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い

 

令
和
８
年
度
に
利
用
で
き
る
施
設

本
庄
保
育
所

 

利
用
可
能
予
定
日
時
・
人
数

月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日

・
各
曜
日
９
時
00
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で

・
１
日
１
人

・
月
３
時
間
ま
で

 

利
用
料
金

無
料

 

持
ち
物

着
替
え
、
お
む
つ
等

（
詳
細
は
、
初
回
面
談
時
に
ご
案
内
し
ま
す
）

 

注
意
事
項

・
利
用
前
の
発
熱
や
体
調
不
良
等
に
よ
り
利
用
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
利
用
中
に
発
熱
や
体
調
不
良
等
に
よ
り
利
用
不
可

と
判
断
し
た
場
合
は
、
お
迎
え
に
き
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
園
内
で
の
感
染
症
発
生
状
況
、
気
象
警
報
な
ど
に

よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
お
や
つ
や
ミ
ル
ク
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

利
用
の
流
れ

利
用
登
録
は
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
総
合
支
援

シ
ス
テ
ム
（
こ
ど
も
家
庭
庁
）
を
使
用
し
ま
す
。

３
月
か
ら
利
用
申
請
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に
　

  

　
　
　
芦
原 

孝
野
　
氏
（
再
任
）

　
１
月
１
日
付
で
、
芦
原
孝
野
氏
が
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ

い
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
に
関
す
る
相

談
を
受
け
、
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い

る
民
間
の
方
々
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　
芦
原
氏
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

12
月
31
日
ま
で
２
期
６
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、

住
民
の
皆
様
の
身
近
な
人
権
に
関
わ
る
相
談
相
手
と

し
て
、
引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、当
町
で
は
、芦
原
氏
の
他
、太
田
垣 

靖
氏
、

大
西 

順
子
氏
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

利
用
申
請

利
用
登
録

初
回
面
談
予
約

利
用
予
約

利
用

詳
細
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
保
健
福
祉
課
　
子
育
支
援
係

　
　
　
　
　 

☎
３
２-

０
５
０
４

芦原 孝野　氏
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ラ
ン
オ
が
出
届
の
へ
等
関
機
政
行
う
伴
に
し
越
引
　

で
が
約
予
庁
来
の
め
た
の
出
提
届
入
転
と
出
提
の
届

。
す
ま
き

。
す
で
要
必
が
号
番
証
暗
の
書
明
証

入
転
で
口
窓
の
村
町
区
市
先
入
転
、
途
別
、
は
後
た

。
す
で
要
必
が
続
手
の
等

方
る
す
を
し
越
引
の
で
内
国
本
日
、
で
方
の
ち
持
お

。
す
ま
け
だ
た
い
用
利
ご
が

。
い
さ
だ
く

https://m
yna.go.jp/htm

l/m
oving_oss.htm

l 
https://w

w
w
.digital.go.jp/policies/m

ovin
g_onestop_service

 

れ
流
の
き
続
手

←
　
　

力
入
の
等
報
情
書
届
②

←
　
　

信
送
＆
名
署
子
電
③

←
　
　

了
完
続
手
④　

続
手
の
届
入
転
で
口
窓
村
町
区
市
の
先
入
転
に
日
定

う
行
を

 

の
も
る
す
備
準

号
番
話
電
先
絡
連
〇

所
住
の
先
出
転
〇

全
帯
世
、
や
合
場
る
す
出
転
が
方
の
帯
世
人
一

い
さ
だ
く
て
し
却
返
を
末
端
ト

は
源
電
の
ん
ば
ね
い

し
て
れ
切
が
源
電
の
ん
ば
ね
い
、
で
響
影
の
電
停
　

。
す
ま
り
あ
が
と
こ
う
ま

ね
い
「、
め
た
る
す
信
受
を
報
情
急
緊
の
時
害
災
　

。
い
さ
だ
く
認
確
ご

、
に
と
ご
帯
世、
は
に
末
端」
ん
ば
ね
い
「の
帯
世
各
　

。
す
ま
い
て
れ
さ
定
設
が
報
情
の
等
区
地
の
い
住
お

認
確
を
報
情
の
」
ん
ば
ね
い
「
も
で
先
出
外
、
で
と

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す

、
や
合
場
い
し
か
お
が
子
様
の
末
端
」
ん
ば
ね
い
「　

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
問
お
に
課
光
観
画
企
、
は
合

】
せ
合
問
お
【

２
３
☎
課
光
観
画
企
　

２
０
５
０
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が
名
仮
り
振
の
書
知
通

は
き
と
い
し
正
　

要
不
は
出
届
　
　

す
で

コセキツネ
い
さ
小
は
名
仮
り
振
い
し
正

、
ず
ら
わ
か
か
も
に
る
あ
で

ナ
カ
タ
カ
い
き
大
に
書
知
通

合
場
る
い
て
れ
さ
載
記
で

届
で
名
仮
り
振
い
し
正
、
は

。
す
で
要
必
が
出

の
着
発
宅
自
ら
か
ｂ
ｅ
Ｗ
ク
タ
ね
い

！
た
し
ま
り
な
に
能
可
が
約
予
　
　
　

点
地
着
発
を
宅
自
、
も
で
」
ｂ
ｅ
Ｗ
ク
タ
ね
い
「
る

望
希
を
用
利
。
た
し
ま
り
な
に
能
可
が
約
予
る
す
と

。
い
さ
だ
く
み
込
申
お
ら
か
記
左
は
方
る
れ
さ

 

者
象
対
〇

が
録
登
用
利
」
ク
タ
ね
い
「
ら
か
」
ん
ば
ね
い
「　

方
の
み
済
お

 

法
方
込
申
〇み

込

 

れ
流
の
で
ま
始
開
用
利
〇

　
２

に
ん
ば
ね
い

「

Ｄ
Ｉ

」

」

知
通
を

さ
知
通
、
し
ス
セ
ク
ア
に
ｂ
ｅ
Ｗ
ク
タ
ね
い
　
３

」
ン
イ
グ
ロ
「
し

！
了
完
録
登
　
４

。
す
で
み
込
申
の
と
ご
帯
世
※

。
い
さ
だ
く
て

】
せ
合
問
お
【

２
３
☎
課
光
観
画
企
　

２
０
５
０申込フォーム

いねタクWeb

戸
、
次
順
ら
か
月
８
年
７
和
令
、
は
に
方
る
あ
が
籍
本
に
町
根
伊
　

。
す
ま
い
て
し
送
発
を
書
知
通
の
名
仮
り
振
の
定
予
る
す
載
記
に
籍

月
25

届
に
で
ま
日

。
す
ま
し
い
願
お
を
出

伊
が
籍
本
。
す
ま
れ
さ
付
送
ら
か
村
町
区
市
る
あ
が
籍
本
は
知
通
※

場
い
た
し
認
確
を
等
期
時
送
発
の
書
知
通
、
で
方
る
あ
に
外
以
町
根

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
問
お
へ
村
町
区
市
る
あ
の
籍
本
は
合

⇦
　
　
　
　
　
　

　
　
　

す
で
要
必
が
出
届

】
法
方
出
届
【

出
提
を
書
出
届
で
口
窓
村
町
区
市
②

　
　
　

  (
)

送
郵
を
出
届
へ
村
町
区
市
③

】
意
注
【

。
す
ま
り
あ
が
限
期
は
に
出
届

５
年
８
和
令

月

で
ま
日の

省
務
法
は
く
し
詳

い
さ
だ
く
覧
ご
を
Ｐ
Ｈ

】
せ
合
問
お
【

２
３
☎
課
活
生
民
住
　

３
０
５
０

6INE

2026.2　 №655



伊
根
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
対
す
る
想
い
を
、

寄
附
と
い
う
形
で
実
現
す
る
も
の
で
す
。
令
和
７
年
１
月
１
日
〜
令
和
７
年
12
月
31

日
ま
で
に
、
６
０
１
件
１
５
，１
９
５
，０
０
０
円
の
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
以
下
の
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
宮
津
高
校
伊
根
分
校
跡
地
活
用
事
業 

〜
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ
の
ま
ち
解
消
〜

②
舟
屋
の
維
持
、
保
全
及
び
整
備
に
係
る
事
業

③
ま
ち
並
み
の
美
化
、
景
観
の
形
成
等
に
係
る
事
業

④
少
子
・
高
齢
化
対
策
に
係
る
事
業

⑤
観
光
振
興
に
係
る
事
業

⑥
農
林
水
産
業
の
振
興
に
係
る
事
業

　
伊
根
町
を
応
援
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。寄
附
申
込
の
際
に「
町

広
報
誌
等
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
方
の
み
、
ご
芳
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伊
東
　
和
孝
　
様

加
納
　
亮
祐
　
様

大
坪
　
陽
子
　
様

石
原
　
裕
介
　
様

伊
藤
　
陵
幾
　
様

鍵
　
周
作
　
様

樫
沢
　
恭
子
　
様

小
山
　
憲
一
　
様

坂
本
　
一
彦
　
様

粟
野
　
弘
也
　
様

小
室
　
裕
二
　
様

小
境
　
健
史
　
様

長
田
　
直
之
　
様

坂
本
　
豊
　
様

風
間
　
泰
平
　
様

金
城
　
明
　
様

榎
　
裕
介
　
様

菊
地
　
翔
拓
　
様

井
本
　
武
　
様

齊
藤
　
謙
一
　
様

酒
井
　
達
也
　
様

杉
本
　
比
呂
無
　
様

関
口
　
尚
志
　
様

高
澤
　
美
沙
　
様

武
田
　
苗
美
　
様

橋
岡
　
真
理
子
　
様

樋
上
　
大
祐
　
様

高
橋
　
幸
平
　
様

小
川
　
観
　
様

西
山
　
祐
太
朗
　
様

中
田
　
史
乃
　
様

田
口
　
彰
　
様

西
村
　
裕
　
様

仲
上
　
佳
宏
　
様

高
橋
　
恵
　
様

林
　
美
樹
　
様

中
川
　
幹
夫
　
様

仲
　
覚
太
郎
　
様

前
野
　
美
和
　
様

山
崎
　
正
夫
　
様

吉
田
　
康
太
　
様

野
村
　
健
一
　
様

濵
中
　
克
洋
　
様

伴
　
洋
介
　
様

広
瀬
　
正
史
　
様

山
下
　
友
広
　
様

米
山
　
国
博
　
様

山
室
　
芳
美
　
様

森
　
岳
大
　
様

吉
橋
　
晴
司
　
様

横
尾
　
満
　
様

山
崎
　
敬
幸
　
様

増
井
　
和
彦
　
様

丸
山
　
裕
史
　
様

堀
内
　
文
晶
　
様

藤
原
　
悦
雄
　
様

　
昨
年
10
月
５
日
（
日
）
に
丹
後
半
島
４
会
場

に
て
、
機
道
具
を
楽
器
に
、
丹
後
在
住
で
世
界

的
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
鈴
木
昭
男
氏
を
楽

団
長
と
す
る
『
音 

気 

楽 

団
』
が
披
露
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
記
録
動
画
が
公
開
に
な
り
ま

し
た
。
伊
根
町
で
は
、
昭
和
40
年
頃
、
蒲
入
漁

協
組
合
が
運
営
す
る
織
物
工
場
が
あ
り
、
漁
業

と
織
物
で
栄
え
た
本
庄
漁
港
（
伊
根
町
蒲
入
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】　

丹
後
広
域
振
興
局
企
画
・
連
携
推
進
課
　

☎
０
７
７
２-

６
２-

４
３
０
０

令
和
７
年
度
京
都
府
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
丹
後
）　

「
音 

気 

楽 
団

　
–
機
の
妖
精
に
き
く
–
」

　 

記
録
動
画
公
開
の
お
知
ら
せ

は
た

令和 7年中に
　601 件 15,195,000 円
　　　のご寄附を賜りました
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令
和
8
年
度
　
伊
根
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
８
年
４
月
、
大
学
（
大
学
院

を
除
く
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
（
４
年
生
及
び
５
年
生
に
限

る
。）、
専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限

る
）
に
進
学
又
は
在
学
す
る
学
生
の

う
ち
、
伊
根
町
奨
学
金
の
貸
与
を
希

望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

 （
１
）
申
請
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書
（
役
場
に
て

受
取
又
は
伊
根
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

②
進
学
又
は
在
学
の
事
実
を
証
明
す

る
書
類
（
入
学
前
の
場
合
は
合
格
通

知
書
の
写
し
等
。
入
学
後
に
在
学
証

明
書
又
は
学
生
証
の
写
し
を
提
出
。）

③
奨
学
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
学
生

の
世
帯
全
部
及
び
連
帯
保
証
人
の
住

民
票
の
写
し

④
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
）
及
び
連

帯
保
証
人
に
関
す
る
以
下
の
書
類

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
納
税
証
明
書
等
、
滞
納
が
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類

・
身
分
証
明
書
（
成
年
被
後
見
人
若

し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
手
続
開

始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い

令
和
９
年
度
に
伊
根
町
立
小
学
校
を
再
編
し
ま
す

　
１
月
22
日
、
伊
根
町
議
会
臨
時
会

で
、
伊
根
町
立
小
学
校
再
編
計
画
に

基
づ
き
令
和
９
年
４
月
に
町
立
小
学

校
を
１
校
と
す
る
内
容
の
「
伊
根
町
立

小
中
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
で
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
審
議
会
を
設
置
し
、

慎
重
な
審
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。審
議
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、

令
和
７
年
11
月
に
伊
根
町
立
小
学
校

再
編
計
画
を
策
定
し
、
住
民
説
明
会

等
の
場
で
広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
し

て
き
ま
し
た
。

　
同
計
画
で
は
、
令
和
12
年
度
を
目

途
に
現
本
庄
小
学
校
の
敷
地
に
新
校

舎
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
９
年
度
か
ら
新
校

舎
完
成
ま
で
の
間
は
、
全
て
の
児
童

が
現
伊
根
小
学
校
に
通
学
し
、
新
校

舎
完
成
後
は
、
全
て
の
児
童
が
新
校

舎
に
通
学
す
る
予
定
で
す
。

　
再
編
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
す
る

皆
様
の
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら

れ
る
よ
う
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。
通
学
す
る
学
校
や
学

習
環
境
が
変
わ
る
こ
と
で
、
ご
心
配

や
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
伊
根
町
教
育

者
で
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類
）

※
連
帯
保
証
人
の
同
意
に
よ
り
、
添

付
書
類
の
一
部
を
省
略
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

 （
２
）
貸
与
金
額
　

月
額
３
万
円
、
４
万
円
、
５
万
円
、

６
万
円
、
７
万
円
か
ら
選
択

 （
３
）
貸
与
期
間
　

正
規
の
修
業
年
限
の
範
囲
内

 （
４
）
申
込
期
間
　

３
月
２
日
（
月
）
〜
３
月
31
日
（
火
）

た
だ
し
、
失
職
及
び
災
害
等
に
よ
り

世
帯
の
家
計
が
急
変
し
、
学
校
に
在

学
し
て
い
る
こ
と
が
困
難
で
、
緊
急

に
奨
学
金
が
必
要
に
な
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
随
時
受
付
。

 （
５
）
貸
与
の
決
定
　

伊
根
町
奨
学
金
貸
与
審
査
委
員
会
の

審
査
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】　
伊
根
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係
　
☎
３
２-

０
７
１
８

大
綱
に
掲
げ
る
「
誰
ひ
と
り
取
り
残

す
こ
と
の
な
い
子
育
て
及
び
教
育
」、

「
伊
根
町
な
ら
で
は
の
教
育
振
興
」

の
充
実
に
向
け
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
再
編
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
再
編
に
向
け
た
準
備
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（伊根町立小学校再編計画から引用）

【通学先】 令和８年度 令和 9年度

伊根小学校区
本庄小学校区

伊根小学校
現伊根小学校

本庄小学校

学区／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

令和 10年度 令和 11年度

伊根小学校区
本庄小学校区

現伊根小学校現伊根小学校

学区／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
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いろんな鬼を追い出そう
　２月３日は節分。自分の心や体にいる鬼（好き嫌い鬼、いたずら鬼等）
について考え、追い出したい鬼や日頃の思いを札に書いて、豆まきをし
ました。
　鬼の顔を描いた袋に手形や足形をつけて、特製豆入れ袋の出来上がり。
こどもたちは手作りの豆入れ袋が気になりつつも、“鬼は外、福は内”と
お母さんと一緒に豆をまいて、はしゃいでいました。
　「鬼の玉入れゲーム」では、お母さんの掛け声で、段ボールで作った鬼
の大きな口にいっぱい玉を入れてご機嫌です。
　特にお母さんの笑顔は、こどもの心を幸せにしてくれたことでしょう。

伊根町子育て支援センターぽれぽれ
☎32－0082
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「私が危惧していること」
教育支援委員会寄稿

伊根町教育委員会　指導主事　藤村　哲郎

　環境というものにはいろいろあると思います。
そのいろいろな環境の中で人は生きています。環
境というと語弊があるかもしれませんが、その環
境の一つには「時代の流れ」もあるのではと思っ
ています。私は、昭和・平成・令和と生きてきて
それを多くの場面で感じています。世の中はその
時代が流れていく方向に変わっていきます。今の
情報化社会はその典型でしょう。悲しいかな私は
かなり前からついていけずに置いてきぼりの状態
となっています。私が小学校に上がる前くらいま
では、家のテレビは白黒テレビでしたし、電話（も
ちろん家電）はありませんでした。家の隣のクリー
ニング店に架かってきた電話を取り次いでもらっ
ていました。今はだれも当たり前にしか思わない
「線」のない電話なんて当時は想像すらできませ
んでした。私は 38 年間の教職人生を何とか終え
今に至っています。今の若い世代の人たちは、学
校を卒業して入った会社は差し当たっての勤務先
で、そのうちに転職することを考えている人が多
いのだそうで、会社の側も即戦力が採用できると
テレビでは転職サービスのＣＭがやたらと流れて
いるように感じます。転職するのが当たり前と
なってきています。ここまで書くと私は次に「私
の時とは全然違う。」と書き、次に「時代の流れ
かなぁ。」と書きたくなります。私が「時代の流れ」
を環境と感じるわけがここにあります。
　時代の流れとともにいろいろなことが変わって
いくことは自然なことで、ある意味当たり前のこ
とだとも思います。ただ、「不易と流行」という
言葉があるように、変わらない、変わってはいけ
ないこともあるように思います。「不易」の中で
最近私が気になっていることが「笑い」です。Ｔ
Ｖのお笑い番組を見ていると、昔と今とのお笑い
の質が変わってしまっていると感じているのは私
だけでしょうか。昔の漫才は「この前うちの嫁さ
んがね…」とくると、相方が「お前んとこの不細
工な嫁さんか」ときて、どっと笑いをとる。今なら、
人権的に「不細工な嫁さん」はアウトな気がしま

すが、その当時の漫才には暗黙のルールがあった
というのを聞いたことがあります。それは、「人
を貶めるようなネタは身内をつかう」ということ
です。笑いのネタに他人をつかわないのです。今
の「笑い」はＴＶで見る限りは、そうではなくなっ
てきていると感じます。音程・歌詞を間違わずに
歌えると賞金がもらえる番組があります。そこで
は一生懸命歌っている人を見て、そこにいない人
たちが、賞金を目指して頑張ろうとしている姿や
言動、間違ってしまった時の所作や表情について
面白おかしく「いじって」います。自分が歌って
音を外したのではなく、他人が外したのを見て笑
いを生む。そこには他人を貶めている臭いがあり
ます。そもそも、その場にいない人のことを悪く
言うことを一般社会では「陰口」と言います。お
笑い番組ですので、芸人同士の了解のもとに行わ
れているのでしょうが、その番組を見ている人た
ち、特に子どもたちにとってこのような「環境」
に浸り続けることで、将来どのようになっていく
のか心配になります。「時代の流れ」で済まされ
ない「笑い」があるからです。私はなにもこの番
組を否定し見るなと言っているわけではありませ
ん。私の家族も見ることがあり、その時は私の危
惧を伝えました。危惧を知らずに見るのと見ない
のとでは結果が違うと思うからです。おかしい、
間違っていると感じたことを子どもに伝えること
は大人の務めです。私はおかしい、間違っている
と気づける感覚を大事にしていきたいと思ってい
ます。そのことで子どもたちが健やかに心優しく
育っていくことにつながると思っているからで
す。
　

10INE



13 INE

2026.2　№655

12INE

消　防2026.2　№655


